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を無信号化し,中大堪動脈皮質枝がどれだけ無信号化さ

れるか観察 し,この方法を利用した 洞沢A による EC/

王Cby野aSSの機能評価の有用性につき検討した.

【方法】EC月Cbypassを施行した症例を対象として,

3D-MRA 法をこより画像を収集し さらに吻合に用いた

外頚動脈またはグラフト血管に pTeSaturationをかけ

た撮像を追加した.

【結果】EC/ICbypassが充分に確立されている症例

では,bypass内血液の無情骨化により,その下流殿中

大脳動脈皮質枝も無信号化され,視覚的にその機能が充

分に判定できた,また,中大脳動脈皮質枝が無信号化さ

れなかった症例では,EC/ICbypassの磯能が不充分と

判定でき,本法は非侵襲的な EC/ⅠCbypassの形態的,

顔能的評価法として着用と思われた.

lA-27)軽骨脳底動脈解離の診断における MR王
の有用性
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【はじめに】椎骨膳底動脈解離の画像診断は脇血管撮

影をこMR王を組合わせても,困難な面が多い.今回我々

は MRISpoiledGrauss法 (以下,SPG民法)を動脈

壁解離部位の検査の目的で行い診断し得たので,その有

用性を報告する.【対象】当施設の MRIにて椎骨脳底

動脈解離と診断された5例. 【結果】MRITl強調像

で椎骨脳底動脈に登内血腫と考えられる intraluminal

hyperintemsityと fiowvoidの狭小化を認めた.又,

壁内血膝を認めない例でもSI二GR法では動脈壁内LT)double

lumen構造を描出し得た.【考察】MRlの登場以前は

軽骨脳底動脈解離は血管撮鰍 こて診断していたが,double

lumen等の直接所見がなし､場合i･こは様々な間接所見に

蘇らざるを得なかった.しかし,今回提示した症例のよ

うに軽骨脳底動脈解離の直接所見を得ることが出来ると

いう点で MR王,特をこSPGR法は有周であった.
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【日的.方法】Bifrolltalillterhemispllericapproach

(r3rH)は,脳神経外科手術の基本的手技の---･一つである.
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そしT)解剖 学的構造C,7')把握は,手術 approach 上,極め

て墓要である.ただ,薗倣鍍手術で問題となるような解

剖学的構造は,従来の CT や MRIでは,分析困難で

あった. しかし,極めて薄い slieeの3次元 MRIに

より,ある程度分析が可能である.今回,我式日ま,3次

元 MRl法を用し､-て,前大脳縦裂(りmicroanatomyを

手術 appr(1こiChとcT)関連で検討した.【対象】正常 ･ヽ,oト

unteeT3名,前交通動脈癒2例,鞍上都塵癌且例であ

ら.【結果】前大脳縦製は,脱藩.脳回が交互に配列し.

左右か interlockしている.通常の approaehでは.

きさには,左右差がfn--,た.【結論】こうした前大脳縦

裂の構造を理解することにより,より安全に B貰H が行

える.

lA-29)慢性硬膜下血腫の SPECT
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【目的】今回,我々は慢性硬膜下血腫患者の手術前後

に於ける局所脳血流を SPECT を用いて測定 し,臨床

症状との関連について検討したので報告する,

【対象 ･方法】対象は56例 (男 :女-38:18.32-･85

鼠 平均67.5嵐 両側性15例1で.SPECTは1231-rMP

を用い.術前及び術後10日前後に撮像した.

【結果】片肺嘩LT)ある例はたい例に比べ有意をこ血陸側

大脳基底核の血流は低下しており,また明らかな cross愈d

ceretx?liardiasehisisを認めた.大脳皮質においては片

麻輝の有無による血流分布の差は認められなかった.棉

神症状のある例はない例に比べ 両側前頭葉の有意な血

流低下が認められた.また.術後の精神症状回復不良例

は良好例に比べ前頭葉の血流改善度も不良であ一･lた.

【結語】慢性硬膜.下血陣iこおいては症状別に.特徴的

な血流分布を示し,臨床症状の病態把握に SPEC′rは

有用であった,

lA-30)頭蓋内髄膜瞳に対する TISPECT の

有用性 :Tl集 積 度 と 腫 噂 細 胞 増 殖 能

との対比
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【は じめに】201TIchlorideを用いた SPECT


